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島原の近未来
●島原中心市街地街づくり推進協議会は30年
前、雲仙普賢岳災害を機に「島原の街づくり」
を考えよう！と結成されました。
●毎年、まちづくり講演会や先進地視察など研
究を重ね、様々な取り組みを続けています。
●歴史的街並や街なかの湧水を活かしたコンパ
クトな街を目指しています。
●目指す「島原の未来像」を、いくつかのキー
ワードで紹介します。



●島原鉄道の存続
島原の街に「島原鉄道」は

無くてはならないものです。
『鉄路』は民間企業のもの

ではなく、私たちの公共財で
す。
島鉄存続のために私たちは

何が出来るでしょうか



●島原鉄道の存続

島原鉄道沿線の高校生たち
が、島鉄存続を願って様々な
取り組みをしています。
大人も頑張らなければ！と

思います。
協議会では、今回「まちづ

くり談義」を開催し、島鉄存
続の機運を高めています。

街づくり談議



●島原城
がシンボル
築城400年の島原城はこのたび国指定の文化

財に昇格しました。
お堀の周りに遊歩道を整備中。歩いてじっく

り楽しめるようになりました。
協議会では、400年シンポジウムにも参加し、

お城の研究を続けています。



唐津城へ
2025年度

●島原城がシンボル
石垣修復の先進事例として唐津

城を訪問しました。 併せて佐賀
城址も訪問。 シンボルとしての
お城の大切さを感じました。



熊本城へ
2023年度

●島原城がシンボル

地震災害から復興途上の熊本城はその修復
整備過程も観光できるコースを作りました。
協議会ではほかにも色々な城下町を訪ねて

参考にしています。

2012年の平戸視察
車を一方通行にしたら

歩行空間が広がね……



●島原城がシンボル廊下橋
の提案 2015年

島原城の本当の表玄関は二の丸
（文化会館）から廊下橋を渡った
ところ。鏡石群による意匠が凝ら
されています。
国指定文化財になった島原城は

どのように整備されるのでしょう
か。注目です。



●湧水を活かす
協議会では、街なかの島原湧水を高く評価し、

いろんな角度から調査研究をしています。
パンフ『湧水トレイル』を作り、『湧水巡り』

も実施しました。



水頭を残そう！ ●湧水を活かす

アーケードを横切る水
頭通の拡幅工事が進んで
います。
水頭井戸や大変供養塔

はきちんと残るのでしょ
うか。注目です。
アーケードとの接続も、

歩行者目線で考えたいも
のです。



●コンパクトな街
2006（平成18）年ごろ、国は、まちづくり３法を見直し、郊外に

広がる街づくりを、街なかに誘導するようになりました。インフラ
整備費増大と街なか空洞化を防ぐためです。
島原は元々コンパクトな街で、目指す方向にも一致しています。
郊外に街が広がり困っている青森の事例、郊外の大型店を否定し、

街なかの大型店と協調し成功している佐世保市の事例など、多くを
学びました。
島原に郊外型大型店の出店はなく、イオン島原店との共存で、中

心街の核を形成しています。



アーケードと市役所
アーケードは、市役所にも、

もうすぐできる「こども家庭セ
ンター」にも、雨に濡れずに歩
いて行ける歩行者天国です。
空き店舗を克服して、にぎわ

いを取り戻したいですね。
結節点となる大手広場の整備

が近未来の課題です。

●コンパクトなまち



●歩いて楽しく
線から面へ
私たち協議会は、2024年視察

で太宰府天満宮界隈を訪問しま
した。
西鉄太宰府駅～天満宮～九州

国立博物館のサイズ感が、島原
駅～島原城～鯉の泳ぐ街に近い
ことから観光を面に広げるヒン
トを探りました。



バリアフリーから
ユニバーサルデザインへ
障がい者にとってバリアの無いデザインは

全ての人に優しいことが分かっています。
しかし、バリアフリーの考え方は、比較的

新しく、法的には2006（平成18）年によう
やくバリアフリー法が成立したくらいです。
協議会では、早くからバリアフリーを提唱

していますが、まだ道半ばです。
車に押しのけられない、歩きやすい街を目

指しています。

●歩いて楽しく



●歴史的な街並み
城下町島原には歴史的な街並みと古民家・商家が

多く残り「登録有形文化財」となっています。
古いものを活かした街づくりが求められています。



今後の課題
街づくりに
哲学を

島原城周りの電線地中化と遊歩道、
島鉄存続、水頭通りの整備、大手広
場・中央公園の今後、具体的課題は
山積していますが……
一番大切なのは、どのような街に

したいかというまちづくり哲学では
ないでしょうか。ご一緒に考えま
しょう！
あなたの参加をお待ちしています。
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